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【
第
三
回
東
日
本
大
震
災
国
際
神
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

分
科
会
5　

在
留
外
国
人
と
震
災

〝
見
え
な
く
さ
れ
て
い
る
人
び
と
〞
――
在
日
外
国
人
被
災
者

佐　

藤　

信　

行

三
・
一
一
東
日
本
大
震
災
は
、
日
本
人
と
同
様
に
、
日
本
に
住
む
外
国
人
二
一
〇
万
人
に
も
甚
大
な
被
害
を
与
え
た
。
と
り
わ
け
、
災
害

救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
一
四
九
市
・
町
・
村
に
住
む
外
国
人
、
七
万
五
二
八
一
人
に
対
し
て
は
、
安
否
確
認
を
は
じ
め
、
そ
の
窮
状
の
全
容

を
把
握
で
き
な
い
ま
ま
、
私
た
ち
は
緊
急
支
援
活
動
を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

私
た
ち
「
外
国
人
住
民
基
本
法
の
制
定
を
求
め
る
全
国
キ
リ
ス
ト
教
連
絡
協
議
会
（
外
キ
協
）」
は
二
〇
一
一
年
九
月
、
被
災
地
で
す

で
に
活
動
し
て
い
た
「
仙
台
キ
リ
ス
ト
教
連
合
被
災
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
東
北
ヘ
ル
プ
）」「
N
P
O
法
人
笑
顔
の
お
手
伝
い
」
と
共
同

で
、「
外
国
人
被
災
者
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
海
外
教
会
な
ど
か
ら
の
多
額
の
献
金
に
支
え
ら
れ
、

二
〇
一
二
年
四
月
か
ら
仙
台
に
「
外
国
人
被
災
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
た
。

し
か
し
、
外
国
人
被
災
者
を
支
援
す
る
活
動
は
困
難
を
極
め
た
。
そ
れ
は
、
被
災
地
域
が
あ
ま
り
に
も
広
大
で
あ
り
、
外
国
人
被
災
者
が

点
在
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
被
災
地
の
外
国
人
は
地
域
社
会
に
お
い
て
周
縁
化
さ
れ
、
不
可
視
の
存
在
と
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
日
本
人
と
の
国
際
結
婚
で
東
北
の
農
村
・
漁
村
へ
移
住
し
て
来
た
中
国
人
女
性
、
韓
国
人
女
性
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人

女
性
た
ち
が
多
く
い
た
。
外
国
人
住
民
の
性
比
を
見
る
と
、
女
性
一
〇
〇
人
に
対
し
て
男
性
の
比
率
が
、
一
九
九
〇
年
で
は
岩
手
県 

八
七
、



111 “見えなくされている人びと” ̶̶ 在日外国人被災者

宮
城
県 

一
〇
二
、
福
島
県 

八
七
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
二
〇
年
後
の
二
〇
一
〇
年
に
は
岩
手
県 

三
四
、
宮
城
県 

六
九
、
福
島
県 

四
七

と
な
っ
て
い
て
、
女
性
の
割
合
が
圧
倒
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
国
際
結
婚
の
移
住
女
性
が
急
増
し
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
彼
女
た
ち
は
、

家
で
は
「
日
本
人
の
嫁
」
と
し
て
ふ
る
ま
う
こ
と
を
強
い
ら
れ
、
地
域
社
会
で
は
「
日
本
人
夫
の
○
○
家
」
の
中
に
埋
没
さ
せ
ら
れ
て
き

た
。

＊

震
災
か
ら
三
年
が
経
過
し
た
今
、
被
災
者
の
多
く
は
「
仮
設
住
宅
を
出
て
生
活
再
建
へ
」
と
踏
み
出
せ
な
い
状
況
に
あ
る
。
と
く
に
福
島

県
に
お
い
て
は
、
か
つ
て
の
地
域
社
会
も
家
族
も
分
断
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
そ
し
て
時
間
の
経
過
と
共
に
、
孤
立
し
て
い
く
被
災
地
と
い

う
冷
酷
な
現
実
が
あ
る
。

そ
の
中
で
、
地
域
の
復
興
や
生
活
の
再
建
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い
る
移
住
女
性
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
私
た
ち
が
石
巻
市
調
査

（
二
〇
一
二
年
）
と
気
仙
沼
市
調
査
（
二
〇
一
三
年
）
で
実
感
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
一
方
、
震
災
を
機
に
、
各
地
に
移
住
女
性
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
た
。
そ
れ
は
福
島
県
白
河
、
福
島
、
い
わ
き
、
須
賀
川
、
宮
城

県
仙
台
、
石
巻
、
南
三
陸
、
気
仙
沼
、
岩
手
県
陸
前
高
田
、
大
船
渡
…
…
と
、
被
災
地
に
点
在
す
る
ま
だ
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
に
す
ぎ
な
い

が
、
日
本
人
と
の
結
婚
で
渡
日
し
た
移
住
女
性
た
ち
が
「
ザ
イ
ニ
チ
」
一
〇
年
、
二
〇
年
か
ら
得
た
叡
智
を
傾
け
た
自
助
組
織
で
も
あ
る
。

＊

か
つ
て
戦
前
、
日
本
の
植
民
地
支
配
に
よ
っ
て
日
本
に
住
ま
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
コ
リ
ア
ン
は
、
自
ら
教
会
を
建
て
、
労
組
を
結
成
し
、
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幼
稚
園
や
夜
間
学
校
を
作
り
、
繰
り
返
さ
れ
る
弾
圧
の
中
で
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
て
い
っ
た
（
そ
れ
が
、
現
在
の
民
族

組
織
の
民
団
や
総
連
、
在
日
大
韓
基
督
教
会
、
在
日
本
韓
国
Y
M
C
A
の
前
身
で
あ
る
）。
し
か
し
、「
ザ
イ
ニ
チ
二
〇
年
」
と
な
ろ
う
と

す
る
移
住
者
・
移
住
労
働
者
に
と
っ
て
、
自
助
組
織
化
は
ま
だ
高
い
ハ
ー
ド
ル
で
あ
る
。

二
〇
一
一
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災
は
、
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の
外
国
人
に
と
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
へ
の
大
き
な
端
緒
と
な
っ
た
。

三
・
一
一
直
後
か
ら
、
各
大
使
館
だ
け
で
は
な
く
、
被
災
地
以
外
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
が
同
胞
支
援
に
駆
け
つ
け
た
。
さ
ら
に
、
海

外
の
各
教
会
か
ら
の
援
助
が
被
災
地
の
教
会
に
送
ら
れ
、
そ
こ
を
ベ
ー
ス
に
支
援
物
資
が
配
ら
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
各
所
に
派
遣
さ
れ
る
と

い
う
よ
う
に
、
教
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
十
分
に
活
用
さ
れ
た
。
ま
た
被
災
地
の
外
国
人
の
中
に
は
、
そ
の
支
援
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す

る
者
が
あ
っ
た
。

震
災
前
の
被
災
地
で
は
、
中
国
人
、
韓
国
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
、
そ
れ
ぞ
れ
同
胞
間
で
の
交
流
は
、
日
本
語
教
室
や
教
会
で
た
ま
た
ま
顔

を
合
わ
せ
る
程
度
で
あ
っ
て
、
同
胞
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
人
ひ
と
り
の
渡
日
経
緯
や
、
家

族
の
あ
り
よ
う
な
ど
に
よ
っ
て
、
共
通
項
を
見
い
だ
せ
な
い
ま
ま
、
個
々
バ
ラ
バ
ラ
に
分
断
さ
れ
て
暮
ら
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
震
災
を
機
に
、
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
。

石
巻
市
調
査
で
は
、
外
国
人
の
多
く
（
七
四
％
）
が
、
震
災
直
後
か
ら
約
一
カ
月
間
の
混
乱
の
中
で
、
市
内
在
住
の
同
胞
の
た
め
に
、
安

否
確
認
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
救
援
・
支
援
活
動
を
担
っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
後
も
、
相
談
に
乗
っ
た
り
助
言
し
た
り
、
あ
る
い
は

自
ら
必
要
と
す
る
支
援
情
報
を
求
め
て
、
日
本
に
住
む
同
胞
と
電
話
や
メ
ー
ル
で
、「
ほ
と
ん
ど
毎
日
」（
二
八
％
）、「
毎
週
一
度
以
上
」

（
二
六
％
）、「
月
に
一
度
以
上
」（
一
〇
％
）
連
絡
を
と
り
あ
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
震
災
以
降
、
頼
り
に
な
る
人
は
？
」
と
い
う
設
問
に
対

し
て
、「
配
偶
者
」「
子
ど
も
」（
七
九
％
）
の
次
に
、「
日
本
に
住
む
同
胞
」「
同
じ
教
会
に
通
う
同
胞
」「
同
じ
日
本
語
教
室
に
通
う
同
胞
」

（
五
〇
％
）
を
挙
げ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
移
住
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
と
、
そ
れ
ら
を
横
断
し
て
つ
な
げ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
は
、

外
国
人
被
災
者
に
自
助
組
織
を
も
た
ら
す
だ
け
で
は
な
く
、
共
生
社
会
の
基
盤
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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諸
外
国
の
実
例
を
見
て
も
、
国
境
を
ま
た
い
で
生
活
圏
を
形
成
し
て
い
る
移
住
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
お
い
て
は
、
信
仰
共
同
体

の
存
在
が
一
つ
の
大
き
な
契
機
と
な
る
。

＊

二
〇
一
三
年
一
一
月
三
〇
日
、
私
た
ち
は
東
北
学
院
大
学
で
「
と
う
ほ
く
移
住
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
た
。
そ
こ
で
は
、
被
災
地
の

各
地
か
ら
集
ま
っ
た
移
住
女
性
た
ち
が
、
三
・
一
一
以
降
の
苦
闘
を
語
り
、
共
通
の
思
い
を
宣
言
と
し
て
採
択
し
た
。
そ
の
宣
言
に
、
外
国

人
被
災
者
一
人
ひ
と
り
の
「
願
い
」
を
十
分
に
表
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
政
府
と
自
治
体
、
日
本
社
会
の
「
課
題
」
を
示
す
も

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
被
災
し
た
自
治
体
に
お
い
て
、
ま
ず
外
国
人
実
態
調
査
が
何
よ
り
も
必
要
で
あ
る
、
②
震
災
で
配
偶
者
を
喪
っ

た
移
住
女
性
や
、
職
を
失
っ
た
移
住
女
性
に
対
す
る
就
労
支
援
と
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
就
学
支
援
と
進
路
保
障
が
急
務
で
あ
る
、
③
在

日
コ
リ
ア
ン
を
は
じ
め
被
災
し
た
外
国
人
高
齢
者
の
ほ
と
ん
ど
が
無
年
金
で
あ
り
、
彼
ら
彼
女
ら
へ
の
生
活
支
援
が
必
要
で
あ
る
、
④
と
く

に
移
住
女
性
に
対
す
る
日
本
語
教
室
・
就
労
支
援
教
室
を
、
各
地
域
で
く
ま
な
く
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

私
た
ち
は
今
後
も
、
被
災
地
に
お
い
て
「
移
住
者
の
自
助
組
織
化
」
と
、
そ
れ
を
支
え
協
働
す
る
「
地
域
社
会
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
め

ざ
し
て
活
動
を
続
け
て
い
く
。
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
人
権
」
と
「
協
働
」
で
あ
り
、
私
た
ち
キ
リ
ス
ト
者
の
「
宣
教
」
で
あ
る
。

＊ 

本
稿
は
、「
第
三
回
東
日
本
大
震
災
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
分
科
会
（
二
〇
一
四
年
二
月
一
五
日
）
で
の
発
題
原
稿
の
要
旨
で
あ
る
。

 

外
国
人
被
災
者
支
援
活
動
の
詳
細
は
、http://gaikikyo.jp/shinsai/

を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。


